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   小林公禎氏は、昭和 61 年 3 月に東京工芸大学工学部電子工学科を卒業した。同 
 年 4 月に新電元工業株式会社に入社し、ソフトスイッチング方式電流共振形 AC-D 






マイクロ燃料電池の安定利用を目的とした情報通信機器用の DC-DC コンバータに 
関する研究を行い、多くの研究業績を上げ、その結果を学位論文「情報通信用分散 
化電源に関する研究」としてまとめ、審査付論文４編を含む参考論文 7 編を添えて 
長崎大学大学院生産科学研究科教授会に博士（工学）の学位を申請した。 
 長崎大学大学院生産科学研究科教授会は、これを平成 17 年 12 月 21 日の教授会 
に付議し、受理を決定後、上記の審査委員を選定した。審査委員は、主査を中心に 
論文内容について慎重に審議し、公開論文発表会での発表を行わせるとともに口頭 














 第 2 章では、商用電源から給電される電力量を抑制することが可能な、入力電源 
として太陽電池と商用電源を利用した情報通信システムで使用するための 2 入力 D 
C-DC コンバータについて提案した。この 2 入力 DC-DC コンバータは、コンバー 
タ出力への給電エネルギーに関して、太陽電池と商用電源から動作位相を 180 度ず 
らした制御スイッチの位相シフト動作で給電するソフトスイッチング方式である。 
また、2 入力 DC-DC コンバータによって出力給電される電力は常にその日射条件
における太陽電池の最大発電電力を給電するように制御される。主回路と制御回路
の基本構成と動作原理を明らかにし、試作実験により、2 入力 DC-DC コンバータ
の各動作モードの観測波形と動作特性及び提案する方式の有効性を示した。 





 第 4 章では、燃料電池を小型携帯情報機器端末に適用する場合のパワーインター
フェースとしての DC-DC コンバータについて検討した。燃料電池の起動及び使用
時での電力密度を補うために、出力側に負荷電力をバックアップするリチウムイオ
ン 2 次電池（LIB）を搭載して、ハイブリッドタイプの DC-DC コンバータを用い
た。又、LIB を定電圧充電回路にはハイブリッドタイプ DC-DC コンバータの出力
垂下点電圧を検出し、LIB の充電電流を加減給電しながら出力を垂下点電圧で制御
する、新しい出力電力補償機能回路を提案した。ここでは、主回路と制御回路の基
本構成と動作原理を明らかにし、試作実験により、ハイブリッドタイプ DC-DC コ
ンバータの動作特性の有効性を確認した。 
以上のように、本論文は情報通信機器用の分散化電源に関するものであり、太陽
電池や燃料電池を用いたクリーンなエネルギー発電のための高性能なパワーイン
ターフェースを DC-DC コンバータにより実現した。以上の研究成果は電子通信分
野の進歩発展に貢献するところ極めて大であり、博士（工学）の学位に値するもの
として合格と判定した。 
 
 
 
